
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 
 

  ８月行事予定    １０月行事予定 

25 金 始業式 １２時ごろ下校  1 日  

26 土   2 月 教育相談 ＳＳＷ 太陽の広場 

27 日   3 火 わんさか際 

28 月 
林間学習保護者説明会 身体測定６年 ＳＳＷ 

夏休み作品展 太陽の広場 

 
4 水 

歯磨き指導４年生 

委員会活動（６ｈ） 短縮時間割  

29 火 身体測定５年 夏休み作品展  5 木 太陽の広場 

30 水 ４時間授業 身体測定４年 夏休み作品展  6 金 校外学習１年 

31 木 身体測定３年 夏休み作品展 太陽の広場  7 土  

  ９月行事予定  8 日 市民体育祭 

1 金 短縮時間割 身体測定２年 大阪８８０万人訓練  9 月 スポーツの日 

2 土   10 火 後期時間割開始 折り鶴の会 

3 日   11 水 ４時間授業 

4 月 身体測定１年 教育相談 ＳＳＷ 太陽の広場  12 木 太陽の広場 

5 火 
短縮時間割 研究授業３年（６ｈ） 

短縮５時間１、２、４～６年生 

 13 金 後期あすなろ清掃開始 

 14 土  

6 水 クラブ活動（６ｈ） 短縮時間割  15 日  

7 木 太陽の広場  16 月 陸上大会６年 教育相談 ＳＳＷ 太陽の広場 

8 金   17 火  

9 土   
18 水 

クラブ活動（６ｈ） 短縮時間割 

稲刈り５・６年（予定） 10 日   

11 月 太陽の広場 ＳＳＷ  19 木 豊西中体育大会（６年参加ＰＭ） 太陽の広場 

12 火   20 金 町探検２年 

13 水 委員会活動（６ｈ） 短縮時間割  21 土 とよにサタデー 

14 木 アサヒビール見学３年 太陽の広場  22 日  

15 金   23 月 ＳＳＷ 太陽の広場 

16 土 科学作品展（～１８日） とよにサタデー  24 火 就学時検診 

17 日   25 水 委員会活動（６ｈ） 短縮時間割 

18 月 敬老の日  26 木 太陽の広場 

19 火 不審者対応訓練  27 金 町探検２年生予備日 

20 水 ４時間授業  28 土  

21 木 太陽の広場  29 日  

22 金   30 月 ＳＳＷ 太陽の広場 

23 土 秋分の日  31 火 修学旅行６年 

24 日      

25 月 ＳＳＷ 太陽の広場     

26 火      

27 水 クラブ活動（６ｈ） 短縮時間割     

28 木 林間学習５年 太陽の広場     

29 金 林間学習５年 校外学習２年     

30 土      

 

 

 

 

 

 

 

           

豊二校だより 
 

吹田市立豊津第二小学校 

ＴＥＬ  ０６(６３８６)０８６１ 

ウェルビーイング  
 

２学期が始まりました。みなさん、夏休みはいかがお過ごしだったでしょうか。 

僕は、４年ぶりに帰省して両親や親戚に会う予定でしたが、事情で中止になってしまいました・・・ 
 

前々回のこの紙面で新しい「教育振興計画」は「ウェルビーイング」の考えが軸になっていることについてほんの

少しふれました。 

先日８月２２日（火）、近畿小学校長会協議会研究大会というものが大阪市で開催されたのですが、その大会主題

や宣言の中にも「ウェルビーイング」が盛り込まれていました。ようやくという感じです。 

教育界でも２０１５年ごろには言及され始め、日本にもこの考え方はずっと紹介されていましたし、政府・行政が

関わる文書でも、令和２年度の文書にその言葉を見ることができます。ちなみに念のため、昨年度の同研究大会主題

と宣言を確認しましたが「ウェルビーイング」には一言も一文字も触れられてはいませんでした。 

あらためてウェルビーイングとは、身体的・精神的・社会的に良い状態でありそれが持続的であることを言います。

個人のそれだけでなく、その周囲、地域や社会もそうある状態です。学校で言えば、ある子どもが良い状態にあり、

クラスや学年、学校全体も（つまりは他の子どもたちも）良い状態であることと言えるでしょう。ずいぶん嚙砕いて

表現すれば、「わたしもしあわせ、みんなもしあわせ」かな。 
 

ウェルビーイングのことを考えていて、ふと思い出したことがあります。もう３０年ほど前のことですが、思い出

すと腹が立つというか納得いかないというか・・・（こりゃウェルビーイング状態じゃない） 
 

履修していた倫理学の授業。その教授は「滅私奉公」について徹底的に否定批判する人でした。いわゆる「おしん

的な生き方」（古すぎてわかりにくいですかー？）はダメ、自分を犠牲にして（滅私）まで奉公（お国のために）す

るのはダメ。その生き方を批判するのは、まあわかりますよ。しかしその教授は、これからの生き方として「奉公奉

私」であることが望ましいという自説を授業で展開していくのです。公（世の中）のためにつくすことが自分にとっ

ても喜ばしく幸福である、と。それが良い人、社会、国をつくっていく、と。僕はその考え方に、非常に違和感を覚

えましたね。なんか変だ。 

その授業の試験は論文形式で、「奉公奉私」についてどう考えるかを問うテーマでした。そこで僕、「これからは『滅

私奉公』でも『奉公奉私』でもなく『奉私奉公』ではないか」と、自分の考えを論文にして提出しました。“自分に

とっての良い生き方、良い選択、幸せを求める行動、それが他者にとっても社会にとっても良いことになる”、つま

りは「奉私奉公」。これこそが今後求められるのではないかと、意気揚々に論文を書き上げたことを記憶しています。 

そしてその期末。成績一覧を受け取ると、倫理学の結果はなんと「不可」。「え？なんで？」ってなりました。あん

なにしっかりと論文書いたのに・・・・・・血気盛んで、怖いもの知らずで、世間知らずの大学生は教授の研究室を

訪ねました。 

「いったいどうして不可なのですか？規定に違うことなく書いているはずですが、不可の理由がわかりません。も

しかして間違いですか？」 

「あなたは私の講義を聞いていましたか？私の講義を聞いて理解している人が書いた論文だとは到底判定できな

いので、不可です。」 

「・・・・・・」 
 

納得いかないという憤りの気分と、講義内容に沿わさず自分の稚拙な考えをエラそうに述べてしまった恥ずかし

さとが混ざったような、複雑な気分。３０年前のことなので記憶違いのこともあるかもしれませんが。 
 

でも待てよ。僕が勝手につけた『奉私奉公』、これってほとんど「ウェルビーイング」じゃない？“自分にとって

の良い生き方が、社会にとっても良い”つまり“わたしもしあわせ、みんなもしあわせ”。僕はもしかして、３０年

前に「ウェルビーイング」を提唱していたのでは？？なんて考えると、かつての腹立ちや不服など忘れるね。 
 

あの教授もきっと今は、これからは「ウェルビーイング」だと、滅私奉公でも奉公奉私でもなく「奉私奉公」だと、

大学生たちに教えてくれていることでしょう。（あ、もう退官されてるか・・・・・） 

校長 吉田一春 
 

家庭数 

学校徴収金振替日 
 

 第３期の学校徴収金の口座振替日は、 

９月２５日（月）です。 

前日までに残高の確認をお願いします。 

夏休み作品展 保護者鑑賞日 
 

 ８月２９日（火）１２時３０分～１６時３０分 

 ８月３０日（水）１２時３０分～１６時３０分 

  

 展示場所：本校体育館 

※ ８月２８日、３１日、及び２９日と３０日の

午前中は、児童の鑑賞時間となっていますの

で、上記時間内での鑑賞をお願いします。 


